
  

当院では現在、医師１名、看護師４名、業務調整員３名の計８名が資格を取得し、災害時には各被災地

へ派遣され被災地内での活動、当院が被災すれば院内の災害対応を行います。また災害に備え日々の訓練

や災害時の医療体制強化に取り組んでいます。令和５年度は青森県総合防災訓練、東北ブロック DMAT 参

集訓練に参加するなど、訓練を重ねてきました。令和 6 年元日に発生した能登半島地震では、1 月 6 日午

後に青森県 DMAT へ派遣要請が発出され当院から３名の DMAT 隊員が出動しました。以下に当時の活動

について報告いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※病院ニュース「さわらび」 令和 6年 2 月 5日号掲載記事より転載 

 

十和田DMAT 令和 6年能登半島地震対応報告 

 業務課 医療支援室 1 畠山 徹 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年能登半島地震において被災地で行った医療支援活動内容について、１月１８日小山田久市長に

報告をしました。当院より丹野病院事業管理者、中谷事務局長、当院 DMAT 隊長 藪内外科診療部長が市

長室を訪問し、出席された小山田市長、北舘副市長にスライドや現地新聞の号外をお示ししながら、現地

での活動内容や被災状況について報告しました。 

 

〇令和 6年能登半島地震対応について十和田市長に報告 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

十和田地域広域事務組合消防本部 寺地消防長より依頼があり、２月２２日当院 DMAT 隊長 藪内外科

診療部長が十和田消防庁舎にて「石川県能登半島地震 DMAT チーム活動報告」と題した講演を行いまし

た。講演では十和田消防署、十和田湖消防署、湖畔出張所、及び六戸消防署から集まった４３名の方々を

前に、災害現場の現状や活動内容を報告するとともに、活動を通して感じた課題についてお話しました。 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月２３日と１月３１日に中央病院講堂にて院内職員を対象に DMAT 隊長藪内外科診療部長が能登半

島地震での DMAT チームの支援活動および現地の状況を報告いただきました。聴講者は２日間で医療

職、コメディカルあわせて１１１名が参加しました。 

〇令和 6年能登半島地震対応について十和田消防庁舎にて講演 

〇「令和 6年能登半島地震に係る院内緊急報告会」の実施 


